
Ｃ０３０ 

 

 

 

 

 

平面線形に関する 

調査表記入マニュアル 



Ｃ０３０－1 

  〔Ｃ０３０〕  平 面 線 形 基 本  

この調査表は、道路の平面線形に関する基本的データを登録するためのもので

ある。 

  １．一般的注意事項 

  （１）デ－タは次の単位で作成する。 

        ○  路線毎とする。 

        ○  線形区間毎とする。  注） 

 

  注）線形区間は直線区間と曲線区間に分けて考える。曲線区間についてはクロソイド＋Ｒ 

   ＋クロソイドを基本に考える。 

 

 

 

 

 

  （２）平面線形区間の直線的な折れ曲りの箇所については「C031平面線形折曲り箇所」にて作成する。 

（３）路線毎の全延長に渡って作成する。 

  ２．記入事項 

（１）工事番号 

（２）工事区分Ｃ 

（３）施設対応番号 

（Ｃ）地整Ｃ 

（Ｄ）事務所Ｃ 

（Ｅ）出張所Ｃ 

（Ｆ）路線 

（Ｇ）現旧区分Ｃ 

（Ｈ）整理番号１ 

（Ｉ）整理番号２ 

（Ｊ）整理番号３ 
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（Ｎ）補助番号 

上記（１）、（２）、（３）、（Ｃ）、（Ｄ）、（Ｅ）、（Ｆ）、（Ｇ）、（Ｈ）、（Ｉ）、

（Ｊ）、（Ｎ）の記入方法については、「道路施設基本データ作成入力書式マニュアル（共通編），

§1．共通注意事項」を参照のこと。 

 （Ｐ）百米標自（㎞） 

該当する区間の距離標（百米標）を記入する。記入方法については、「道路施設基本データ作

成入力書式マニュアル（共通編），§1．共通注意事項」を参照のこと。 

 （Ｑ）距離自（ｍ） 

該当する区間の距離標（百米標）からの距離を記入する。記入方法については、「道路施設基

本データ作成入力書式マニュアル（共通編），§1．共通注意事項」を参照のこと。 

 （Ｒ）百米標至（㎞） 

該当する区間の距離標（百米標）を記入する。記入方法については、「道路施設基本データ作

成入力書式マニュアル（共通編），§1．共通注意事項」を参照のこと。 

 （Ｓ）距離至（ｍ） 

該当する区間の距離標（百米標）からの距離を記入する。記入方法については、「道路施設基

本データ作成入力書式マニュアル（共通編），§1．共通注意事項」を参照のこと。 

（Ｔ）上り下り区分Ｃ 

    上り・下り区分について、該当するコ－ドを記入する。 

区   分 コ－ド 

上下線共通 

上  り  線 

下  り  線 

０ 

１ 

２ 

 （Ｖ）線形区分Ｃ 

    線形区分について、該当するコ－ドを記入する。 

区   分 コ－ド 

直 線 区 間 

曲 線 区 間 

１ 

２ 

 （Ｘ）区間長（ｍ） 

該当する線形区間の区間延長を、小数点以下３位まで記入する。また、区間長の考え方は次の

ように考える。 
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        ○  単曲線区間の場合、（Ｂ. Ｃ）から（Ｅ. Ｃ）間 

        ○  クロソイド区間の場合、（Ｂ. Ｔ. Ｃ）から（Ｅ. Ｔ. Ｃ）間 

        ○  直線区間の場合、直前の曲線区間の終点と直後の曲線区間の始点の間 

（Ｙ）始点側クロソイド（ｍ）（Ａ１） 

該当する区間にクロソイド曲線が含まれる場合、始点側のクロソイド曲線のパラメ－タＡ１を

小数点以下１位まで記入する。該当しない場合は‘＊’を記入する。 

 （Ｚ）曲線半径（ｍ）（Ｒ） 

    該当する区間に単曲線が含まれる場合、曲線半径（Ｒ）を小数点以下１位まで記入する。該当

しない場合は‘＊’を記入する。 

 （AA）終点側クロソイド(ｍ)(Ａ２) 

該当する区間にクロソイド曲線が含まれる場合、終点側のクロソイド曲線のパラメ－タＡ２を

小数点以下１位まで記入する。該当しない場合は‘＊’を記入する。 

 （AB）曲り区分Ｃ 

    起点側から終点側に向かって見た場合の曲り方向について、該当するコードを記入する。 

 

注） 

 

 

区   分 コード 

左 曲 り  

右 曲 り 

１ 

２ 
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注）「左曲り」とは、道路の起点より終点に向いて見た場合左方向に

曲がっている状態をいう。 

 （AD）備考 

    特記事項があれば５０文字以内の日本語で記入する。 

（AE）市区町村自Ｃ 

該当する区間の始点側の市区町村名のコードを記入する。使用するコードは「全国市町村要覧」

を参照し、「都道府県市区町村コード」を記入する。 

（記入例） 茨城県鹿島郡旭村の場合   ―――＞  コード：０８４０１ 

 （検査数字は含まない） 

 （AG）市区町村至Ｃ 

該当する区間の終点側の市区町村名のコードを記入する。使用するコードは「全国市町村要覧」

を参照し、「都道府県市区町村コード」を記入する。 

（記入例） 茨城県鹿島郡大洋村の場合  ―――＞  コード：０８４０３ 

（検査数字は含まない） 
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  〔Ｃ０３１〕 平 面 線 形 折 曲 り 箇 所  

この調査表は、道路の平面線形区間の直線的な折れ曲りに関するデータを登録

するためのものである。 

 １．一般的注意事項 

   デ－タは次の単位で作成する。 

    ○  「C030平面線形基本」の作成単位毎とする。 

     ○  折れ曲り箇所毎とする。  注） 

 

  注）折れ曲り箇所は、Ｔ字路、十字路、Ｙ字路、Ｖ字路の箇所で道路が直線で折れ曲がっ 

   た部分を対象とする。 

 

 

 

 

 

２．記入事項 

（１）工事番号 

（２）工事区分Ｃ 

上記（１）、（２）の記入方法については、「道路施設基本データ作成入力書式マニュアル（共

通編），§1．共通注意事項」を参照のこと。 

（２－１）工事区分 

    未記入とする。 

（３）施設対応番号 

（Ｃ）地整Ｃ 

（Ｄ）事務所Ｃ 

（Ｅ）出張所Ｃ 

（Ｆ）路線 

（Ｇ）現旧区分Ｃ 
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（Ｇ－１）現旧区分Ｃ 

（Ｈ）整理番号１ 

（Ｉ）整理番号２ 

上記（３）、（Ｃ）、（Ｄ）、（Ｅ）、（Ｆ）、（Ｇ）、（Ｇ－１）、（Ｈ）、（Ｉ）の記入

方法については、「道路施設基本データ作成入力書式マニュアル（共通編），§1．共通注意事

項」を参照のこと。 

 （Ｒ）曲り区分Ｃ 

    起点側から終点側に向かって見た場合の曲り方向について、該当するコードを記入する。 

 

注） 

 

 

注）「左曲り」とは、道路の起点より終点に向いて見た場合左方向

に曲がっている状態をいう。 

（直線部の曲りの場合） 

（Ｒ－１）曲り区分 

曲り区分については以下の通り記入する。 

・既存データを貸与されている場合は既存データに記載されている値を、記入する。 

・既存データを貸与されていない場合は、未記入とする。 

（Ｔ）備考 

    特記事項があれば５０文字以内の日本語で記入する。 

区   分 コ－ド 

左  曲  り  

右  曲  り 

１ 

２ 



道路施設基本データ作成対象項目一覧表 1/1

C030：平面線形基本

項目名 全国版 中国版

データ表現 単位 SYOGEN SYOGEN_O

工事番号 半角16文字 ○

工事区分Ｃ 半角1文字 ○

施設対応番号 半角16文字 ○

地整Ｃ 半角2文字 ○

事務所Ｃ 半角2文字 ○

出張所Ｃ 半角2文字 ○

路線 9999 ○ ○

現旧区分Ｃ 半角1文字 ○ ○

整理番号１ 半角8文字 ○ ○

整理番号２ 半角4文字 ○ ○

整理番号３ 半角4文字 ○ ○

補助番号 半角2文字 ○ ○

百米標自 999.9 ｋｍ ○ ○

距離自 999 ｍ ○ ○

百米標至 999.9 ｋｍ ○ ○

距離至 999 ｍ ○ ○

上り下り区分Ｃ 半角1文字 ○ ○

線形区分Ｃ 半角1文字 ○ ○

区間長 9999.999 ｍ ○ ○

始点側クロソイド 9999.9 ｍ ○ ○

曲線半径 9999.9 ｍ ○ ○

終点側クロソイド 9999.9 ｍ ○ ○

曲り区分Ｃ 半角1文字 ○ ○

備考 全角50文字 ○

市区町村自Ｃ 半角5文字 ○ ○

市区町村至Ｃ 半角5文字 ○ ○

入力書式
CSV作成対象

※データ部記入内容詳細については、別途「道路施設基本データ作成入力書式マニュアル」参照



道路施設基本データ作成対象項目一覧表 1/1

C031：平面線形折曲り箇所

項目名 全国版 中国版

データ表現 単位 SYOGEN SYOGEN_O

工事番号 半角16文字 ○

工事区分Ｃ 半角1文字 ○

工事区分 全角2文字 ○

施設対応番号 半角16文字 ○

地整Ｃ 半角2文字 ○

事務所Ｃ 半角2文字 ○

出張所Ｃ 半角2文字 ○

路線 9999 ○

現旧区分Ｃ 半角1文字 ○

現旧区分 全角2文字 ○

整理番号１ 半角8文字 ○

整理番号２ 半角4文字 ○

曲り区分Ｃ 半角1文字 ○

曲り区分 全角3文字 ○

備考 全角50文字 ○

入力書式
CSV作成対象

※データ部記入内容詳細については、別途「道路施設基本データ作成入力書式マニュアル」参照
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